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を収録する．講演録からウイルタ語のアクセ

ントに関する考察を取り上げたい．著者は樺

太から釧路に移住したウイルタ族の北川源太

郎氏についてウイルタ語のフィールド言語調

査をおこない，その成果としてウイルタ語の

アクセント位置が予測できるようになった．

後ろから 2番目のモーラにアクセント核が

あり，そこが母音や子音だけからなる場合は

ひとつ前のモーラにアクセント核が移るとい

う規則を見出したのだが，この考察は師匠の

池上氏から評価されなかったと述べる．本書

は再評価のきっかけを多くの言語学者に与え

るだろう．

最後に，ツングース諸語とそれらの言語を

話す人々についての入門書として本書を手に

取ってほしい．そして本書集録の書評などで

紹介された書籍などへと，さらに北方諸民族

とその言語・文化へと興味は広がっていくこ

とだろう．

引 用 文 献

金田一京助．2004．『古代蝦夷とアイヌ』平凡社．

松田素二・フランシス ･B･ ニャムン

ジョ・太田　至編．『アフリカ潜在力が

世界を変える―オルタナティブな地球社

会のために』京都大学学術出版会，

2022年，452 p．

阿部利洋 *

本書は，5年 2期にわたる大型科研プロ

ジェクト（「アフリカの潜在力を活用した紛

争解決と共生の実現に関する総合的地域研

究」2011–2016年，「『アフリカ潜在力』と

現代世界の困難の克服―人類の未来を展望す

る総合的地域研究」2016–2020年）の最後

に出版された成果論集である．日本とアフリ

カから 100名を超える研究者が集結した共

同研究の成果としては，既に和文 5巻組［太

田 2016］，英文 7巻組［Matsuda 2021］の

シリーズ論集が出版されており，そこでの多

様な各論を踏まえた本書は「プロジェクトの

創設から中核となって共同作業を推進してき

たコア・メンバーと，それを継承して未来に

つなぐ世代のメンバーによって，その議論を

発展させた」ものと位置づけられている

（p. 27）．

長期にわたり多数の研究者が関与する共同

研究では，アフリカ潜在力というキーワード

があらかじめ定義されることはなく，「紛争

解決と共生実現，環境保全や格差是正といっ

た，今日，地球規模で『問題化』している

イッシューに対して，アフリカ社会が他社会

との交流や葛藤をとおして創造してきた対処

能力を，人びとの生活の現場に注目しつつ取

り出し，人類社会に共通の資産としよう」

（p. 14）という緩やかな共通認識のもとで進

められた．

ここには，①「アフリカを含む現代世界が

有効活用できる知識・情報は何かという問い

に対するアフリカ発の答えを提示する」志向

とともに，②「異質な存在が対話をとおして

何かを創造する機会を触発する」ねらいも込

められている．エドワード・キルミラが* 大谷大学社会学部
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「ローカルな知識や実践を，単なるオルタナ

ティブな言説としてではなく，魅力的な言説

として，どのように活用できるか（中略）

『アフリカ潜在力』という考え方に深く沈潜

し，それを継続することが重要である」

（p. 364）といい，フランシス・ニャムンジョ

が「『アフリカ潜在力』のレパートリーは計

り知れないほど豊かになる」（p. 401）方途

を指し示すのは，このキーワードが，アフリ

カ側の研究者たちにとっても持続的な謎の源

泉となり，新たな思考を喚起するものであっ

たことをうかがわせる．以下，各章の内容を

短く紹介する．

第 1章「認識論的相対主義を恐れること

勿れ―アフリカ哲学を『普遍主義』のわなか

ら解放する」では，アフリカ哲学という視

点・ジャンルが理論的・方法論的に直面する

ジレンマはアフロセントリズムと認識論的相

対主義にあり，それを乗り越えるヒントが認

識論的多様性にあると論じる．これは，上記

①に該当するアフリカ的独自性に普遍的な意

義を読み込む際に，論者が共有すべき理論的

な共通項を示すものと考えられる．

第 2章「潜在的な文化的ポテンシャルを

活性化し社会的問題の解決にとり組む―アフ

リカの大衆文化がもつ開放的な政治思想の可

能性」は，アミルカル・カブラルとワンバ・

ディア・ワンバの思想を取り上げ，「アフリ

カの人びとが新植民地主義的な国家によって

支配されている」（p. 90）現状を乗り越える

指針を提示する．とりわけワンバが注目した

パラヴァー（共同体の全員が参加する問題解

決のための会議）について，その独特なコ

ミュニケーション形式の活用可能性を指摘

する．

第 3章「自由な移動と親族のホスピタリ

ティ―地球規模の課題に対処するために必要

な連帯を生み出すアフリカ潜在力」は，アフ

リカにおいて移動する「他者を保護すること

は義務であり，ホスピタリティは贈与として

与えられる」（p. 123）という規範的観点か

ら，アフリカ人の連帯の経験／イデオロギー

を考察する．とくに若者の移動とその処遇

は，将来的な潜在性に関わってくるという視

点は示唆的である．

第 4章「パラヴァーとコンセンサス―ア

フリカ社会において相克はいかに解決される

か」では，コンセンサスの創出という観点か

らパラヴァーの意義が掘り下げられている．

パラヴァーでは，当事者間の和解と共同体の

紐帯・一体性の回復を主目的とし，近代司法

における賠償や罪状の確定は副次的とされる

が，紐帯・一体性を回復・強化するために用

いられる手法や型が，合意に到達した際の

「深い達成感」（p. 162）とともに，臨場感あ

ふれる描写で説明されるのである．

第 5章「ケニア北西部における地域住民

によるローカルな平和構築の潜在力―ウェス

ト・ポコットの事例より」は，紛争解決にお

いてローカル・オーナーシップを制度化する

ことの難しさに着目する．この章ではポコッ

トを舞台とする民族紛争をめぐる取り組みを

検討するなかで，活動に対する正統性の付与

が成否を左右するカギであると論じる．

第 6章「貪欲で残忍な首長たち―南スー

ダンの人びとは，なぜ最悪の指導者に対して
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寛容なのか」は，アフリカ潜在力という概念

に対して，他の章と比べるとやや異質なアプ

ローチを採用している．南スーダンの新国家

建設は，政治家の果てしない汚職腐敗と紛争

の再発によって，国民に対する裏切り

（p. 208）に帰結した一方で，そうした政治

家に対する人びとの奇妙な「寛容性」（p. 320）

が現出している．ここでは，肯定的で創造的

でないと思われる現実からアフリカ潜在力の

陰陽を考える必要性も示唆されるのである．

第 7章「共感と共有を通じた知識形成」

は，文字を用いない口承に着目すること 

から，アフリカの伝統社会での教育と知識に

ついて論じる．そして，口承・口述をベー 

スとする「Presentational（発表的な）知 

識」は，古典的な西欧認識論を支えてきた

「Representational（写実的な）知識」よりも，

情報化時代の教育の可能性に示唆を与えると

する．

第 8章「サハラ以南アフリカにおける子

どもと子ども性―開発問題の視点からみるそ

の実態と未来への提言」では，アフリカの子

ども性を脆弱・制約・窮乏・生存の危機と

いった側面から認識するアフロ・ペシミズム

の問題を指摘する．一方で，質の高い教育を

実現することでアフリカの子ども性を再構築

する条件が整っていない現状についても批判

的に論じている．

第 9章「ねだりと贈与―トゥルカナとア

フリカ都市の『贈り物』に関する試論」は，

アフリカへ赴く側からすれば悩ましく否定的

に経験されがちな「ねだり」の仕組みを仔細

に検討することをつうじて，「与え手と受け

手双方が合意に至る協働のプロセス」という

観点から再認識する（p. 306）．ねだること

が正当な行為であり，堂々と行なわれる社会

では，自己の生の意味や孤独の質も，私たち

の社会におけるものとは大きく変わってくる

だろう．

第 10章「ごみの価値化と『アフリカ潜在

力』―大量消費社会において忘れられた物の

『生命』とその生まれ変わり」は，編者が

「未来につなぐ世代のメンバーによって，そ

の議論を発展させた」章の代表例となってい

る．砂漠化問題に直面するニジェールのサヘ

ルの荒廃地に都市ごみを投入し，そこに集ま

るシロアリの諸活動を活用し緑化を進めた

20年に及ぶ実験の発展と成果が，具体的に

描出される．

第 11章「『アフリカ潜在力』という観点

から見た在来性およびアフリカの現実の新し

い捉え方」では，アフリカ（人）のロマン

化・本質化を回避したうえで，「在来性の概

念は，オルタナティブな社会的ビジョンにも

とづいてアフリカ的なものとは何かを考える

ために役に立つ」（p. 361）という立場を採

用する．このようにして，次章の議論と理論

的な接続が図られている．

第 12章「セシル・ジョン・ローズ―帝国

主義的統治における『完全な紳士』」は，不

完全性（incompleteness）とコンヴィヴィア

リティ（conviviality）というキー概念を用い

て，ケープタウン大学におけるセシル・ロー

ズ像の損壊・撤去・移転・修復に至る一連の

過程を論評する．政治的緊張のなかで慎重を

要する事例を，正義とは異なる実践的指針か
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ら描出する筆致からは，上記のキー概念を現

実の困難に適用する可能性を鮮やかに示すも

のとなっている．

第 13章「アフリカ潜在力の源泉としての

日常性と生活世界」では，第 2期プロジェ

クトの代表者でもあった編者が，自身の

フィールドや日本社会との接点を論じつつ，

アフリカ潜在力概念の特徴として把握される

7つの観点―（複数性や流動性，不完全性，

異種結節力など）―を析出し，冒頭①に該当

する多様な議論を整理している．

さて，アフリカ潜在力とは何か，という問

いは，この表現を前に常についてくるもので

ある．しかしながら本書を手に取れば，その

問いに正面から取り組んでいるようにみえ

る，認識論的多様性（第 1章），パラヴァー

（の仕組みと目標）（第 4章），不完全性とコ

ンヴィヴィアリティ（第 12章）といった概

念が，それぞれ注意深く，かつ繊細に，何ら

かの現実が一対一対応の処方箋とならない論

理で差し出されていることにも気づかされ

る．上記①の体裁をとる議論であっても，そ

れは②に接続するように展開するのであり，

逆にいえば，②の論理が①の形式として顕現

しているように読めるのである．

一方で，上記①を集中的に検討しようと読

み始める読者にとっては，意外に感じる章も

いくつかあるだろう．序章，第 4章，第 11

章，第 12章，第 13章（そして部分的には

第 1章と第 7章）はそのような関心に対応

する内容となっているが，それ以外の章は，

どちらかといえば上記②を志向しているから

である．そこでは（アフリカ人としての／ア

フリカ社会のアイデンティティを前提とし

て）何らかのアフリカ潜在力をどのように実

現しうるか，という議論が進められ，あるい

は，不完全性をつうじた相互作用や「異種結

節力」という視点を前提としたうえで，それ

らを現実に応用する過程が示される．そうし

た議論は，アフリカ潜在力の意味を論理的に

明示化する段階をスキップして，その表現に

触発された議論や活動から，遡及的にアフリ

カ潜在力という表現の射程を再認識させるも

のだといえるかもしれない．その意味で，本

書には 10年間の研究プロジェクトのまとめ

とともに，すでに進行し始めた派生的な研究

の一端が開示されているのである．
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近代化の観点からみると，サハラ以南のア

フリカ（以後サハラ以南を省く）は世界の中
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